
　九州北部豪雨災害被災地の朝倉市杷木寒水（そうず）地区からの復興への願いを受けて、《寒水大師と
十一面観音》を制作させていただきました。素材は、災害直後の 2017 年 7月に、朝倉市の流木集積所で

し苦に病疫、んろちもは援支地災被、てしと」のもるれくてし癒を心の々人「 。すで)キノヒ(檜たし得取
む世界の人々の平安を祈り、心をこめて作りました
　「大師像」は「行基 (668-749 年 )」をモデルにしました。朝倉には行基が作ったとされる日本最古の木
造建築「普門院」( 国指定文化財 ) があります。普門院は、天平 19 年（747）聖武天皇の勅願をうけ、行
基が筑後河畔に創建したものが、度重なる水害のために現在地に移築されたものと伝えられています。彼
は灌漑・治水工事を行い、水害から民衆を救いました。行基の蓮の葉は、水害から人々を守ったことを示
唆しています。蓮の葉は、英彦山（朝倉は古代の英彦山神領）の鹿の角から彫り出しました。意匠は、英

を杷馬と識知の業農に命チムナオオ、が命ミミホシオノメア「、はで」起縁社神木杷「 。たしまし現表もジ
授けた。オオナムチ命が大きな檜の枝にその馬杷をかけ、そこに鎮まり給うたのでそこを把の来た山（把
来山）と呼んだ」というのが、杷木の由縁だそうです。

をもっている )。中世では山に対する治水の願いをこめて十一面観音を祀る事例がみられ、神仏習合時代
の奈良県三輪山の大神（おおみわ）寺には十一面観音が御本尊として祀られていました。私も、朝倉地区
の治水への願いをこめて、彫りました。
　泥だらけだった災害流木でしたが、彫り進めると美しい木肌と香りが現れ、救済を象徴するものへと変
化していきました。制作中、九州を大雨が襲った際は、十一面観音様の真言「オン　マカ　キャロニキャ
　ソワカ」と唱えながら彫りました。豪雨災害の苦しみが、少しでも和らぎ、癒されることを心から願っ
ています。この十一面観音像の右手は「与願印」です。この二つの彫刻が、被災地の皆さんに希望の心を
与えるものになることを祈ります。
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